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「上山城」からのたより 初春 第166便
上　　山　　城

わが町再見『藤井松平』⑴ 藤井松平信通（3）
鎌　上　　　宏

短歌随筆 � 登れなかった山（山形百名山紀行ⅳ）
新　寺　　　登　

◆ 連載◆ 猫と歩けば � 狼のことなど
うめつ　ちぎり

連載 エッセイ  描いていく、生きていく�
朝　日　　　辿

子どもの頃の生活あれこれ❸=蒸気機関車の思い出
桜　井　和　敏

ことばの面白さ ⑵　〈像〉と言葉
藁　井　　　豊

郷土に残る古文書の紹介「江戸大火之次第」
上　村　　   昶

連載「やりたい」ことと「できる」こととの境 ❺
大　武　芳　子

随想「お月さまはなぜ落ちないか」
佐　藤　藤三郎　



【
常
設
展
示
室
か
ら
】
今
回
紹
介
し
た
手
紙
は
今
月
か
ら
上
山
城
二
階
第
三
展
示
に
て
展
示
し
ま
す
。
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不
要
な
物
を
断
ち
切
り
、
物
へ
の
執
着
心
を
な
く

し
、
身
軽
で
快
適
な
生
活
や
人
生
を
手
に
入
れ
よ
う

と
す
る「
断
捨
離
」
の
思
想
が
流
行
し
久
し
く
な
り
ま

す
。「
断
捨
離
」
自
体
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
職
業
柄
、
捨
て
ら
れ
る
物
の
中
に

「
郷
土
の
お
宝
（
歴
史
資
料
や
美
術
品
）
が
混
ざ
っ
て

い
た
ら
さ
あ
大
変
」と
思
っ
て

し
ま
い
ま
す
。「
古
い
し
、何
だ

か
ワ
ケ
分
か
ら
な
い
」と
い
う

理
由
で
「
断
捨
離
」
し
て
し
ま

う
前
に
、ぜ
ひ
上
山
城
ま
で
ご

相
談
を
願
い
た
い
と
思
う
次

第
で
あ
り
ま
す
。

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し

た
が
、今
回
は
上
山
城
収
蔵
の

文
書
資
料
中
、最
古
の
部
類
に

入
る
古
い
手
紙
を
ご
紹
介
し

ま
す
（
掲
載
画
像
参
照
）。

そ
の
手
紙
は
今
か
ら
四
百

年
ほ
ど
前
の
寛
永
十
四（
一
六
三
七
）年
十
二
月
十
三

日
、
曽
我
又
左
衛
門
ら
幕
臣
四
名
か
ら
丹
波
篠
山
藩

主
　
松
平
忠
国
に
送
ら
れ
た
手
紙
で
す
。
松
平
忠
国

は
藤
井
松
平
家
四
代
当
主
で
、同
家
は
元
禄
十（
一
六

九
七
）
年
か
ら
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
ま
で
上
山
藩

主
を
務
め
て
い
ま
す
。さ

て
、
曽
我
ら
が
送
っ
た
手
紙

に
話
を
戻
し
ま
す
が
、
そ
こ
に
は

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
筆
申
九
州
天
草
之
義
、
細
川
越

中
殿
人
数
之
牧
野
傳
蔵
、
林
丹

波
、
松
平
甚
三
郎
召
連
、
去
七
日

天
草
之
内
大
天
野
村
へ
取
懸
候

所
、
郷
人
共
立
退
壱
人
も
居
不
申

ニ
付
、
在
々
令
放
火
さ
き
へ
押
詰

之
由
、
今
朝
申
来
候
間
如
此
ニ
御

座
候
、
恐
惶
謹
言

前
半
部
に
あ
る
「
天
草
」
の
文

字
で
ピ
ン
と
き
た
方
も
い
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
寛
永
十
四
年
十
月
、
長
崎

（
島
原
・
天
草
地
方
）
で
発
生
し
た
天
草
四
郎
率
い
る

大
規
模
な
百
姓（
キ
リ
ス
ト
教
徒
）一
揆「
島
原
の
乱
」

の
様
子
を
伝
え
た
手
紙
で
す
。
手
紙
に
は
百
姓
が
逃

げ
出
し
無
人
と
化
し
た
村
々
を
放
火
し
つ
つ
、
幕
府

軍
が
一
揆
勢
を
制
圧
す
べ
く
進
軍
し
て
い
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。個
人
的
に
は
、藤
井
松
平
家
が
幕

臣
か
ら
一
揆
の
戦
況
を
伝
え
ら
れ
る
立
場
に
あ
っ
た

こ
と
、さ
ら
に
、か
な
り
古
い
手
紙
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
良
好
な
保
存
状
態
で
あ
る
こ
と
に
驚
き
を
感

じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
如
何
に
感
じ
た

で
し
ょ
う
か
？

こ
の
よ
う
に
、
一
見
「
古
く
て
訳
の
分
か
ら
な
い
」

と
思
う
も
の
で
あ
っ
て
も
、
よ
～
く
調
べ
て
み
る
と

「
へ
ぇ
～
」
と
思
う
よ
う
な
事
実
が
隠
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

先
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、「
こ
れ
は
？
」
と
思

う
物
が
見
つ
か
っ
た
と
き
は
、「
断
捨
離
」す
る
前
に
、

ぜ
ひ
上
山
城
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

●月刊かみのやま巻頭企画

「上山城
お し ろ

」からのたより春・第166号

古
い
手
紙
～
約
四
百
年
前
に
藤
井
松
平
家
に
届
い
た
「
島
原
の
乱
」
の
様
子
を
伝
え
た
手
紙

（
公
財
）
上
山
城
郷
土
資
料
館
学
芸
員
  
長
 南
 伸
 治

5
蔵王ペンション村
オープンガーデン2023  
山の春～初夏の庭

期　　間　5月20日（土）～7月2日（日）予定
時　　間 10：00～15：00
入場無料　定休日はペンションごとに異なります
問 合 せ　ペンションブラウン

TEL.023-679-2970
ペンションあっぷる
TEL.023-679-2329

45

幕臣四名から松平忠国に送られた手紙（上山市蔵）



上山がもっと元気に 
なりますように。

私たちは、そんな願いも込めて
山形新聞を毎日お届けしており
ます。
〜新聞をもっと身近に！〜

山新販売㈱　山形市旅篭町2-5-12
山形メディアタワー6F
☎023-635-6111

上山営業所　上山市弁天２丁目
☎023-672-0259

上山南営業所 上山市石崎１丁目
☎023-673-3541

こんな困りごと
ありませんか？

上山市石崎２丁目1番33号
☎023-672-0364

携帯:080-3330-6973

宝 石・メガネ・時 計

タニエ

キッチンカー などの
出店（短期・定期）も、
随時ご相談承ります。

とても便利ですよ！！
かみのやま温泉駅東口
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山
城
守
・
久
世
重
之
大
和
守
・
阿
部
正
喬
豊

後
守
・
井
上
正
岑
河
内
守
（
老
中
連
名
）、

〔
宛
先
〕
松
平
越
中
守
殿
」
。

こ
こ
も
大
い
に
不
思
議
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
信
通
侯
は
入
部
早
々
か
ら
城
再
築
の
望

み
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
「
城
再

築
」
の
許
可
は
、
信
通
侯
の
願
い
が
あ
る
に

よ
っ
て
老
中
は
第
八
代
吉
宗
将
軍
の
意
を
受

け
て
許
可
し
た
と
い
う
内
容
で
す
。
市
史
諸

資
料
④
⑰
は
入
部
三
年
後
の
元
禄
十
五
（
一
七

〇
二
）
年
二
月
に
「
御
城
御
普
請
釿
（
て
お

の
）（
ち
ょ
う
な
）
始
め
」
を
記
し
て
お
り
、

こ
の
頃
も
柳
沢

�
�
�
�
�

吉
保

�
�
�
�

は
幕
府
重
鎮
で
す
。し
か

し
、
先
の
「
城
再
築
許
可
」
日
付
の
資
料
①

②
は
八
代
将
軍
吉
宗

�
�
�
�

代
の
享
保
二
（
一
七
一

七
）
年
五
月
二
八
日
な
の
で
す
。
こ
の
食
い

違
い
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
幕
府
は
「
武
家
諸
法
度
」「
一
国
一

城
令
」
を
制
定
し
て
お
り
、
「
元
和
令
」（
一

六
一
五
）、「
寛
永
令
」（
一
六
三
五
）
以
降
長

く
統
制
さ
れ
ま
す
が
、
「
城
新
築
は
禁
止
、

堀
・
土
塁
・
石
塁
の
破
損
は
指
示
を
仰
ぐ
、

櫓
・
塀
・
門
は
元
通
り
修
理
す
る
」
の
条
項

が
あ
り
ま
す
。
何
故
城
の
修
築
、
城
再
築
の

許
可
が
発
せ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

後
日
の
「
巡
見
使
案
内
覚
」（
天
保
九
一
八

三
八
）
に
次
の
様
に
あ
り
ま
す
。
「
城
普
請
の

こ
と
尋
ね
ら
れ
れ
ば
、
〔
次
の
様
に
答
え

よ
〕
元
禄
十
五
（
一
七
〇
二
）
年
取
り
か
か
り

年
々
追
々
に
普
請
ご
座
候
へ
ど
も
未
だ
出
来

立
て
候
は
ず
、
城
内
の
こ
と
故
聢
(し
か
)と
存

ぜ
ず
候
」
と
。
藩
庁
館
修
築
は
何
度
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
名
城
再
築
は
熱
意
虚
し

く
財
政
難
で
適
わ
な
か
っ
た
の
で
す
。
市
史

は
、
藩
庁
館
の
修
築
を
も
っ
て
「
城
」
は
再
建

終
了
し
た
と
の
見
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

羽
州
の
名
城
と
謳
わ
れ
た「
上
山
城
」の
こ

と
を
追
究
し
て
き
ま
し
た
が
、藤
井
松
平
信
通

侯
の
入
封
で
決
着
を
見
よ
う
と
思
い
ま
す
。

藤
井
松
平
氏
と
し
て
の
幕
府
諸
勤
番
(き
ん

ば
ん
)は
甚
だ
忙
し
い
も
の
で
し
た
。
上
山
藩

主
歴
代
の
「
大
坂
加
番

�
�
�

は
土
岐
氏
四
回（
頼
行

二
回
、
頼
隆
二
回
、
城
代
と
し
て
頼
隆
一

回
、
頼
隆
の
嫡
子
頼
稔
一
回
）
で
、藤
井
松
平

氏
は
信
通
四
回
な
ど
計
三
十
二
回
で
よ
ほ
ど

の
貢
献
度
と
い
え
ま
す
。

大
坂
の
陣
後
に
元
和
五（
一
六
一
九
）
年
か
ら

豊
臣
色
を
払
拭
し
徳
川
天
下
を
示
し
西
国
大

名
監
視
に
あ
た
り
ま
し
た
が
、
上
山
藩
主
は

筆
頭
山
里

�
�
�
�

丸�
�

加
番
に
当
た
り
ま
し
た
。
勤
役

勤
番
な
ど
に
は
本
高
に
応
じ
た
合
力
米
が
給

さ
れ
、
少
々
藩
財
源
の
補
填
に
は
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
信
通
侯
は
先
号
に
あ
げ
た

他
に
和
田
倉
門
勤
役
、
駿
府
城
加
番
も
担

い
、
信
通
侯
は
元
禄
十
五
（
一
七
〇
二
）
年
大

坂
加
番
に
総
勢
千
人
の
隊
列
を
組
み
ま
し

た
。
家
中
六
五
〇
人
の
ほ
か
三
五
〇
人
は
領

内
雇
い
郷
夫
で
し
た
。
参
勤
交
代
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
享
保
六（
一
七
二
一
）
年
の
「
触

書
」
で
削
減
・
倹
約
を
命
じ
ま
し
た
。「
触

書
」
以
前
の
「
加
番
」
の
こ
と
で
す
が
、
上
山

藩
（
三
万
石
）
の
場
合
は
一
五
〇
人
程
度
の

隊
列
で
す
。
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年
駿
府
城

加
番
の
折
り
も
千
人
の
隊
列
を
組
み
ま
し

た
。
江
戸
市
中
で
あ
れ
は
ど
こ
の
殿
様
か
と

噂
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
宝
永
初
（
一
七

〇
四
、一
七
〇
五
）
年
は
領
内
旱
魃

�
�
�
�

で
財
政
は

厳
し
か
っ
た
は
ず
で
す
が
、
矜
持

�
�
�
�

は
高
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年

「
草
根
を
ほ
り
と
る
」
ほ
ど
の
飢
饉
と
資
料

⑰
に
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

さ
て
、
市
史
（
『
藤
井
御
殿
記
』
①
）
は

「
城
再
築
許
可
」
が
あ
っ
た
と
紹
介
し
て
い

ま
す
。
破
却
さ
れ
て
い
た
上
山
城
再
建
築
の

許
可
で
す
。「
絵
図
朱
引
き
の
通
り
言
上
に
及

び
候
と
こ
ろ
普
請
あ
る
べ
く
候
、
享
保
二

（
一
七
一
七
）
年
五
月
二
八
日
、
戸
田
忠
真

わ
が
町
再
見
『
藤
井
松
平
』
①
 　
藤
井
松
平
信
通
（
３
）
「
城
再
築
」
の
こ
と

（
水
岸
山
観
音
寺
住
職
）

松平信通侯の花押
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か
み
の
や
ま
博
物
館
連
絡
会

上 山 城 友 の 会 会 員
大 募 集 ！

■有効期間　入会から１年間
■特典　有効期間内は上山城に何回

でも入館可能。お買い物時割引
サービス有。ほか。

■会費　団体会員：5,000円から
／個人会員：1,600円

※詳しくは上山城までお問合せください。
お問合せ・お申し込み

開  館 9:00〜16:30
休館日；毎週火曜日

鳥
海
山
の
東
方
に
丁

�
�
�

山
地
と
い
う
山
塊
が

あ
り
、
そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
の
が
加
無
山

�
�
�
�

で
あ
る
。（
男
加
無
山

�
�
�
�
�

、
女
加
無
山

�
�
�
�
�

か
ら
な
る

双
耳
峰
 九
九
七
ｍ
 真
室
川
町
）こ
の
山
塊
は

凝
灰
岩
質
の
岸
壁
を
巡
ら
す
堂
々
た
る
山
容

を
し
て
お
り
、
標
高
は
高
く
は
な
い
が
原
始

の
ま
ま
の
自
然
が
残
っ
て
い
る
。

山
形
県
で
は
摩
耶
山

�
�
�
�

（
倉
沢
コ
ー
ス
）、

沢
渡

�
�
�
�

黒
伏

�
�
�
�

と
並
び
上
級
者
向
け
の
山
と
さ
れ

て
い
る
。

上
山
は
ち
ょ
う
ど
山
菜
シ
ー
ズ
ン
の
頃
に

出
発
し
た
。
真
室
川
町
か
ら
相
当
山
奥
に
入

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
山
口
か
ら
八
敷

�
�
�
�

代�
�

川
に
沿
っ
て
行
く
と
丸
木
橋
が
落
ち
て
い

た
の
で
渡
渉

�
�
�
�

す
る
。
今
度
は
加
無
沢
沿
い
に

行
く
の
だ
が
沢
は
両
岸
か
ら
の
雪
崩

�

�

れ
た
雪

に
埋
ま
っ
て
い
る
。
所
ど
こ
ろ
ぽ
っ
か
り
と

穴
が
開
い
て
い
て
轟
轟
と
雪
解
け
水
の
音
が

響
く
。

ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
で
あ
る
。
崩
れ
て
落
ち

た
ら
一
巻
の
終
わ
り
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
遠

路
来
た
の
に
残
念
だ
が
引
き
返
す
ほ
か
な

い
。
甑
山

�
�
�
�
�に

回
ろ
う
か
と
も
思
っ
た
が
春
先

で
、
林
道
の
状
況
が
不
安
だ
っ
た
の
で
帰
路

に
つ
い
た
。

翌
年
に
時
期
を
少
し
遅
ら
せ
て
再
挑
戦
し

た
。思
っ
た
通

り
雪
は
ほ
と

ん
ど
消
え
て

い
た
。右
岸
に

一
枚
岩
の
絶

壁
の
千
畳
岩

�
�
�
�
�
�
�

を
見
上
げ
て

沢
沿
い
を
辿

る
。
間
も
な

く
巨
木
林
、

胎
内

�
�
�
�

く
ぐ
り
に
差
し
掛
か
ろ
う
と
し
た
と
こ

ろ
残
雪
が
現
れ
て
き
た
。
慎
重
に
登
っ
て
い

っ
た
が
妻
が
ね
ん
挫
し
た
よ
う
で
足
首
が
痛

く
登
山
靴
を
履
い
て
い
ら
れ
な
い
と
言
う
。

最
上
地
方
の
山
で
は
人
に
会
う
こ
と
は
め
っ

た
に
な
い
。
時
間
が
か
か
っ
て
も
独
力
で
下

山
す
る
ほ
か
な
い
。
運
が
よ
か
っ
た
の
は
去

年
の
教
訓
で
渡
渉

�
�
�
�

用
の
ゴ
ム
草
履
を
持
っ
て

短
歌
随
筆
 �

登
れ
な
か
っ
た
山
（
山
形
百
名
山
紀
行
ⅳ
）

新
 寺
　
  登

き
て
い
た
こ
と
だ
。右
足
は
ゴ
ム
草
履
、そ
れ

に
ダ
ブ
ル
ス
ト
ッ
ク
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
な

ん
と
か
歩
か
れ
る
様
な
の
で
焦
ら
ず
下
山
す

る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
し
て
も
加
無
山
の
核

心
部
に
は
到
達
で
き
ず
撤
退
を
期
す
こ
と
に

な
っ
た
。　
途
中
、吊
り
橋
や
渡
渉
箇
所
が
あ

る
の
で
ど
う
な
る
こ
と
か
と
心
配
し
た
が
だ

ん
だ
ん
歩
行
に
も
慣
れ
て
き
た
様
で
痛
み
も

ひ
ど
く
な
ら
な
い
様
な
の
で
助
か
っ
た
。
ブ

ナ
や
ト
チ
ノ
キ
の
鬱
蒼
と
し
た
樹
林
帯
は
異

様
な
雰
囲
気
で
最
上
地
方
の
最
深
部
に
い
る

こ
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
実
感
す
る
。

ど
う
に
か
八
敷
代

�
�
�
�
�
�

川
ま
で
下
山
し
て
き

た
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
ま
ず
は
ひ
と
安
心
で

あ
る
。
ほ
っ
と
し
た
の
で
山
菜
が
目
に
付
く

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
今
ま
で
は
緊
張
感
で

そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
中
で
も
ウ
ド

が
凄
い
。
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
図
太

い
出
た
ば
か
り
の
ウ
ド
が
乱
立
し
て
い
る
。

夢
中
で
掘
り
出
す
。妻
も
ス
ト
ッ
ク
を
投
げ
出

し
何
と
土
手
を
上
が
っ
て
ゆ
く
。
瞬
く
間
に

リ
ュ
ッ
ク
一
杯
の
収
穫
と
な
っ
た
。
転
ん
で

も
た
だ
で
は
起
き
な
い
と
は
こ
の
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
度
は
無
事
に
下
山
す
る
こ
と
が
出
来

た
が
、
運
が
良
か
っ
た
と
思
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
怪
我
が
も
っ
と
ひ
ど
け
れ
ば
ど
う

な
っ
た
か
分
か
ら
な
い
。

そ
の
後
三
回
目
の
挑
戦
は
気
が
熟
せ
ず
お

こ
な
っ
て
い
な
い
。
な
に
せ
登
山
口
ま
で
が

遠
い
の
で
あ
る
。た
だ
、間
も
な
く
高
速
道
路

が
金
山
町
ま
で
開
通
す
れ
ば
か
な
り
楽
に
な

る
は
ず
で
あ
る
。

タ
ラ
の
芽
を
ぼ
き
つ
と
捥�

い
だ
夢
を
み
て
　

今
日
は
お
に
ぎ
り
三
個
に
増
や
す（
登
）

今
シ
ー
ズ
ン
は
雪
が
少
な
か
っ
た
。
山
菜

の
出
具
合
い
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

（
上
山
中
部
短
歌
会
会
員
）

右
足
は
ゴ
ム
草
履
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「写経会」：毎月第４土曜日９時から
「ご詠歌会」：毎月第１水曜日１時30分から

最上三十三観音第十番
上山三十三観音第一番

水岸山慈眼院観音寺
山形県上山市十日町9—29　電話023-672-1421

�

ロ
ー
ス
ト
ー
ン
で
の
オ
オ
カ
ミ
再
導
入
か
ら

二
十
七
年
の
経
過
報
告
。
     

こ
の
話
題
は
武
田
鉄
矢
が
ラ
ジ
オ
番
組
で
、

丸
山
氏
の
著
書
『
オ
オ
カ
ミ
が
日
本
を
救

う
！
』
を
も
と
に
熱
く
語
っ
て
い
た
。
話
の

内
容
は
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
。
オ
オ
カ
ミ
再

導
入
の
根
幹
は
、
自
然
へ
の
畏
敬
と
謙
虚
さ

な
の
だ
。
専
門
的
な
知
識
は
全
く
無
い
の
だ

け
ど
、
野
生
の
勘
の
よ
う
な
も
の
が
働
い

て
、
丸
山
氏
の
説
に
「
な
る
ほ
ど
」
と
大
き

く
頷
い
て
い
た
。

人
間
は
ど
う
し
て
自
然
と
の
共
生
が
下
手

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
野
良
犬
が

町
を
ウ
ロ
つ
い
て
い
る
の
を
も
う
何
十
年
も

見
て
い
な
い
し
、
野
良
猫
を
減
ら
す
た
め
の

活
動
も
盛
ん
だ
。「
世
の
中
に
無
駄
な
命
は
ひ

と
つ
も
無
い
」
な
ど
と
言
っ
て
る
く
せ
に
、

野
良
動
物
を
排
斥
し
、
殺
虫
剤
で
虫
を
殺
し

ま
く
り
、
雑
草
を
根
こ
そ
ぎ
抜
き
と
り
自
分

好
み
の
庭
を
作
る
。
小
動
物
や
昆
虫
、
雑
草

と
で
さ
え
も
共
生
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
人
間
社
会
が
、
ど
こ
ま
で
オ
オ
カ
ミ
再
導

入
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

岩
手
県
遠
野
市
在
住
の
菅
原
氏
は
、
岩
手
に

お
け
る
シ
カ
の
生
息
域
や
被
害
等
を
伝
え
て

く
れ
た
。
最
後
に
「
一
度
は
オ
オ
カ
ミ
を
滅
ぼ

し
た
私
た
ち
に
、
大
陸
か
ら
ま
た
オ
オ
カ
ミ

を
連
れ
て
く
る
資
格
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
の
問
い
か
け
が
あ
っ
た
。
贖
罪
を
含
む
菅

原
氏
の
言
葉
が
、
心
に
痛
く
響
い
て
い
る
。

○
月
△
日

天
気
予
報
の
情
報
は
あ
り
が
た
い
。
病
気

と
ず
っ
と
付
き
合
っ
て
き
た
私
の
身
体
は
、

天
候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
面
倒
だ
と
思

い
な
が
ら
も
明
日
の
天
気
を
見
て
、
服
装
や

行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
き
た
。

予
報
技
術
は
昔
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
ぐ
ら
い
の
進
歩
を
み
せ
て
い
る
。
時
間
を

追
っ
て
の
天
候
の
変
化
や
、
気
温
、
降
水
量

ま
で
教
え
て
く
れ
る
か
ら
ね
。

私
に
と
っ
て
、
あ
り
が
た
い
相
棒
の
よ
う

な
天
気
予
報
な
ん
だ
け
ど
、
気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
。
親
切
過
ぎ
る
と
い
う
か
、
余
計
な

お
世
話
と
い
う
か
…
…
。

『
乾
燥
し
て
い
る
の
で
厚
手
の
も
の
で
も
乾

き
ま
す
』
と
か
『
夕
方
に
雨
。
折
り
た
た
み

傘
を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
』
と
か
『
花

冷
え
の
時
季
、
羽
織
る
も
の
が
あ
る
と
い
い

で
す
ね
』
、
な
ん
て
教
え
て
く
れ
る
。
台

風
、
大
雨
、
大
雪
の
時
は
『
不
要
不
急
の
外

出
は
避
け
て
く
だ
さ
い
』
だ
っ
て
。
こ
ん
な

こ
と
一
昔
前
の
天
気
予
報
で
は
言
わ
な
か
っ

た
。
と
う
と
う
今
朝
は
『
雨
な
の
で
パ
ー
マ

を
か
け
て
い
る
方
は
ご
注
意
』
と
髪
型
の
心

配
ま
で
し
て
く
れ
た
。
「
あ
の
ぉ
～
、
私
そ

こ
ま
で
馬
鹿
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
」
っ
て

言
い
た
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
よ
ね
。

一
度
テ
レ
ビ
局
に
電
話
し
て
「
親
切
過
ぎ

て
子
ど
も
扱
い
さ
れ
て
る
み
た
い
だ
」
と
意

見
し
た
時
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
他
の
人
は
何

も
感
じ
な
い
の
か
な
？
「
ご
親
切
あ
り
が
と

う
」
っ
て
思
っ
て
い
る
の
か
な
？
 ま
さ
か
と

は
思
う
け
ど
「
傘
を
持
っ
て
行
け
っ
て
言
わ

な
か
っ
た
か
ら
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
て
風
邪

引
い
た
」
な
ん
て
ク
レ
ー
ム
が
付
け
ら
れ
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

私
は
危
惧
し
て
い
る
ん
で
す
。
親
切
過
ぎ

る
天
気
予
報
で
、
国
民
が
考
え
る
能
力
を
落

と
し
て
行
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
ね
。

○
月
△
日

『
オ
オ
カ
ミ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
に
参
加
し
て
き

た
。
講
師
は
自
然
生
態
系
講
師
歴
二
十
年
以

上
と
い
う
 ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
と
、

オ
オ
カ
ミ
協
会
会
長
の
丸
山
直
樹
氏
。
山
の

生
態
系
の
頂
点
に
い
た
オ
オ
カ
ミ
を
人
為
的

に
絶
滅
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
カ
や
イ

ノ
シ
シ
外
来
種
が
激
増
。
そ
の
せ
い
で
農
林

業
、
交
通
被
害
が
多
発
し
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
放
っ
て
お
け
ば
山
の
保
水
性
が
失
わ
れ
、

大
き
な
水
害
の
危
険
性
が
増
す
と
の
こ
と
。

被
害
を
食
い
止
め
る
為
に
オ
オ
カ
ミ
の
再
導

入
を
急
げ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
米
国
イ
エ
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泡エステで10歳、
若返りませんか！

♡ニキビ・
吹き出物

♡シミ・小じわ
♡アトピーなど

♡毛穴の黒ずみ
♡手の荒れ

♡美白・
リフトアップ

ムース♥デコ

特許取得
原点に戻った新発想

他店にはないメニュー！

SOPHIA
tel&fax. 023- 673- 0517

上山市南町2-7

SOPHIA
tel&fax. 023- 673- 0517

上山市南町2-7

私の春、来たよ。
締
め
切
り
当
日
の
朝
の
話

我
が
家
に
は
黒
い
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
が
一

頭
い
る
。
私
を
含
め
て
四
兄
弟
の
末
っ

子
。
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
散
歩
道
の
傍

に
咲
い
て
い
る
菜
の
花
を
片
っ
端
か
ら
食

べ
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
ら
し
い
。
そ
れ

は
も
う
、
我
を
忘
れ
た
よ
う
に
む
し
ゃ
む

し
ゃ
と
食
べ
ま
く
る
。
彼
が
食
い
尽
く
す

せ
い
で
、
近
所
で
桜
並
木
と
菜
の
花
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
知
る
人

は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
飼
い
始
め
た
頃
は
、
何
を
口
に
入
れ

た
の
だ
ろ
う
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
て
い
た
が
、

菜
の
花
だ
と
分
か
っ
て
か
ら
は
無
理
に
止

め
な
い
こ
と
に
し
た
。
あ
ん
ま
り
必
死
に

食
べ
る
か
ら
。
人
間
だ
っ
て
食
べ
る
し

ね
。
春
の
味
覚
だ
し
ね
…
。

今
日
も
散
歩
中
に
菜
の
花
を
見
つ
け
て

立
ち
止
ま
っ
た
。
花
だ
け
で
な
く
茎
も
根

元
ま
で
引
き
ち
ぎ
る
。
こ
う
な
っ
た
ら
も

う
テ
コ
で
も
動
か
な
い
。
気
が
済
む
ま
で

僕
は
隣
で
腰
を
下
ろ
す
こ
と
に
し
た
。
す

る
と
大
量
の
土
筆
が
顔
を
出
し
て
い
た
。

な
ん
と
な
く
、
う
ず
う
ず
し
た
の
で
左
手

を
伸
ば
し
て
、
並
ん
だ
土
筆
た
ち
の
頭
を

手
の
ひ
ら
で
撫
で
て
み
た
。こ
し
ょ
こ
し
ょ

こ
し
ょ
、
と
い
う
感
触
と
と
も
に
白
い
煙

が
広
が
っ
た
。
頭
の
上
で
鳶
が
鳴
い
た
の

で
、
上
を
向
い
た
ら
、
白
い
花
が
も
こ
も

こ
と
続
い
て
い
た
。
快
晴
。
よ
う
や
く
、

「
春
…
」

広
場
の
時
計
を
見
た
ら
も
う
す
ぐ
約
束

の
時
間
だ
っ
た
。
末
っ
子
は
ま
だ
菜
の
花

に
夢
中
だ
っ
た
。
仕
方
な
し
に
、
生
え
て

間
も
な
い
で
あ
ろ
う
柔
ら
か
な
菜
の
花
を

一
つ
摘
ん
で
、
鼻
先
に
揺
ら
し
た
。
さ

さ
、
帰
り
ま
す
よ
。
そ
の
ま
ま
釣
っ
て
家

ま
で
走
っ
た
。
こ
れ
か
ら
幼
馴
染
を
迎
え

に
行
く
。
お
花
見
に
誘
っ
た
の
だ
。

ち
ょ
っ
と
あ
れ
な
話

三
月
の
頭
に
、
敬
愛
す
る
日
食
な
つ
こ

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
を
聴
き
に
仙
台
へ
行
っ

た
。
最
近
彼
女
の
世
界
に
ハ
マ
っ
た
と
い

う
友
人
Ａ
子
と
一
緒
に
行
っ
た
の
だ
が
、

そ
の
友
人
と
泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル
で
の
話

だ
。
ラ
イ
ブ
ま
で
は
だ
い
ぶ
時
間
が
あ
っ

た
の
で
、
一
旦
部
屋
で
ゆ
っ
く
り
し
よ
う

と
少
し
早
め
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
し
て
、

く
つ
ろ
い
で
い
た
時
。
友
人
が
お
も
む

ろ
に
小
さ
な
紙
袋
を
渡
し
て
き
た
。

「
ち
ょ
っ
と
早
い
け
ど
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
と
言
っ
て
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
た
。
ワ
イ

ン
レ
ッ
ド
の
上
品
な
デ
ザ
イ
ン
の
包
装
を

連
載
 エ
ッ
セ
イ

描
い
て
い
く
、生
き
て
い
く
 �
朝
  日
　
　
辿

見
て
、
ち
ょ
っ
と
良
い
お
菓
子
か
何
か
だ

ろ
う
か
と
想
像
し
な
が
ら
そ
れ
を
開
い

た
。
す
る
と
、出
て
き
た
の
は
パ
ス
テ
ル
カ

ラ
ー
の
水
色
の
、
お
し
ゃ
ぶ
り
だ
っ
た
。

綺
麗
な
沈
黙
だ
っ
た
。
僕
の
反
応
を
見
て

Ａ
子
が
大
笑
い
し
て
い
る
。
よ
く
見
た
ら

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
「
A
dult size」
と
書
い

て
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
経
緯
が
あ
っ
た
。
僕

は
ス
ト
レ
ス
の
せ
い
な
の
か
寝
て
い
る
時

に
歯
ぎ
し
り
を
し
た
り
、
無
意
識
に
食
い

し
ば
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を

Ａ
子
に
話
し
た
時
に
、
「
安
眠
効
果
・
歯

ぎ
し
り
防
止
に
な
る
大
人
用
の
お
し
ゃ
ぶ

り
が
あ
る
ら
し
い
」
と
い
う
話
に
な
っ
た

の
だ
。
調
べ
て
み
る
と
色
々
な
シ
リ
ー
ズ

や
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
が
あ
っ
た
の
で

面
白
が
っ
て
見
て
い
た
。
そ
れ
を
覚
え
て

い
た
の
だ
ろ
う
。

「
さ
っ
そ
く
今
夜
使
っ
て
み
な
よ
」

と
Ａ
子
が
嬉
々
と
し
て
封
を
開
け
て
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
よ
う
と
し
た
の

で
、
慌
て
て
そ
れ
を
止
め
た
。

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
こ
ん
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ

残
し
て
行
っ
て
ホ
テ
ル
の
人
が
見
た
ら
ど

う
す
る
ん
だ
よ
！
」

と
い
う
と
、
Ａ
子
は
ベ
ッ
ド
に
笑
い
転
げ

た
。
転
げ
な
が
ら
、

「
別
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
目
的
な
ん
だ
し
良
い

じ
ゃ
な
い
」

と
言
っ
た
。
そ
う
だ
。
歯
ぎ
し
り
防
止
や

リ
ラ
ッ
ク
ス
目
的
で
商
品
化
さ
れ
た
も
の

な
の
だ
、
こ
れ
は
。
そ
う
な
の
だ
。
そ
う

な
の
だ
が
、
な
ん
だ
か
、
な
ん
と
い
う

か
、
こ
う
…
あ
れ
で
は
な
い
か
。
結
局
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
ち
ゃ
ん
と
持
ち
帰
っ
た
。

肝
心
の
ラ
イ
ブ
は
も
ち
ろ
ん
素
晴
ら
し

か
っ
た
。

そ
し
て
、
安
眠
効
果
は
あ
っ
た
。
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手づくり洋食を

定休：
木曜日

レ ス ト ラ ン

ご家族連れでどうぞ

駅東口より徒歩5分

ご 商 談 ・ ご 宴 会 に
二階宴会場をご利用下さい

上 山 市 新 湯 6 - 3 4

割り子そば 

石臼挽きそば

言
っ
て
は
だ
め
だ
よ
』と
念
を
押
さ
れ
ま
し

た
。
で
も
私
た
ち
は
鬼
の
首
を
取
っ
た
よ
う

な
喜
び
と
ト
キ
メ
キ
は
家
族
や
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
に
自
慢
話
を
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
の
頃
の
早
朝
、
上
山
の
街
並
み
に
は

SL
の
汽
笛
や
ド
ラ
フ
ト
音
（
シ
ュ
ッ
シ
ュ
ッ

ポ
ッ
ポ
）、
そ
れ
に
線
路
を
走
る
轟
音
な
ど

は
よ
く
聞
こ
え
た
も
の
で
す
。
上
り
列
車
が

金
瓶
辺
り
か
ら
御
幸
公
園
ま
で
は
き
つ
い

上
り
坂
な
の
で
そ
の
ド
ラ
フ
ト
音
は
大
き

く
聞
こ
え
ま
し
た
。
そ
こ
を
超
え
る
と
ド
ラ

フ
ト
音
は
聞
こ
え
な
く
な
り
轟
音
の
み
が

次
第
に
大
き
く
聞
こ
え
、
速
度
を
上
げ
て
走

っ
て
来
る
様
子
が
想
像
で
き
ま
し
た
。

時
代
も
移
り
、
昭
和
三
十
四
年
の
あ
る
日

の
こ
と
聞
き
な
れ
な
い
〝
キ
ー
ン
〟
と
い
う

電
車
の
警
笛
の
音
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
外
に

出
て
踏
切
を
見
る
と
、
あ
ず
き
色
を
し
た
機

関
車
が
客
車
を
牽
引
し
て
い
る
で
は
な
い

か
!!

架
線
も
無
い
の
に
ど
う
し
て
電
気

機
関
車
が
走
る
の
？
　
不
思
議
で
た
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
後
に
な
っ
て
そ
の
機
関
車

は
Ｄ
Ｅ
50
形
と
い
う
デ
ィ
ー
ゼ
ル
式
電
気

機
関
車
と
分
か
っ
た
の
で
す
。
滅
多
に
見
ら

れ
な
い
そ
の
機
関
車
を
踏
切
で
間
近
に
見

た
時
の
あ
の
感
動
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

石
炭
を
燃
料
と
す
る
蒸
気
機
関
車
の
熱
効

率
は
せ
い
ぜ
い
十
％
程
度
だ
そ
う
で
、
そ
れ

よ
り
効
率
が
勝
る
Ｄ
Ｅ
形
機
関
車
、
さ
ら
に

電
気
機
関
車
へ
と
進
化
し
て
ゆ
く
過
程
を

我
々
の
世
代
は
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。国
鉄
か
ら
JR
へ
と
変
遷
し
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
時
代
を
迎
え
た
現
代
の
機
関
車
の
運
転
士

た
ち
は
、
過
酷
な
肉
体
労
働
だ
っ
た
SL
の
時

代
を
ど
う
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
あ
の

金
瓶
の
上
り
坂
を
速
度
を
落
と
さ
ず
に
突
っ

走
る
新
幹
線
、
か
た
や
エ
ア
コ
ン
も
無
い
時

代
の
SL
の
機
関
士
は
夏
場
に
は
汗
だ
く
に
な

っ
て
投
炭
す
る
労
働
力
に
畏
敬
の
念
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
思
い
が
す
る
の
で
す
。

子
供
の
頃
の
生
活
あ
れ
こ
れ
❸
＝
蒸
気
機
関
車
の
思
い
出

山
形
県
内
て
゛
電
気
機
関
車
が
走
る
以
前
、

大
量
の
物
資
の
運
送
は
国
鉄
に
よ
る
蒸
気
機

関
車
(SL
)の
貨
物
列
車
で
し
た
。県
内
に
初
め

て
奥
羽
線
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
た
の
は
明
治
三

十
二
年
、
福
島
-米
沢
間
で
し
た
。
明
治
三
十

四
年
に
は
赤
湯
-上
山
間
で
開
業
し
ま
し
た
。

そ
し
て
上
山
-山
形
-新
庄
、さ
ら
に
陸
羽
西
線

に
よ
っ
て
酒
田
へ
と
繋
が
っ
て
行
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
最
上
川
に
よ
る
舟
運
は

や
が
て
衰
退
し
、
鉄
道
に
委
ね
る
時
代
に
移

っ
て
い
っ
た
訳
で
す
。
敗
戦
後
の
日
本
の
経

済
は
急
速
に
向
上
す
る
と
共
に
、
陸
海
空
に

よ
る
流
通
手
段
も
目
ま
ぐ
る
し
い
ほ
ど
に
発

展
し
て
い
き
ま
し
た
。

私
が
小
学
六
年
生
の
時
、
ま
る
で
信
じ
ら

れ
な
い
夢
の
よ
う
な
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。

私
の
家
か
ら
上
山
駅
ま
で
は
至
近
距
離
で
し

た
の
で
、
汽
車
を
観
察
す
る
こ
と
は
容
易
な

場
所
で
し
た
。
特
に
駅
東
側
に
三
番
ホ
ー
ム

が
あ
り
、
蔵
王
鉱
業
所
へ
と
線
路
が
続
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の
鉱
業
所
は
蔵
王
鉱
山
か
ら

採
掘
さ
れ
る
硫
黄
の
輸
送
は
鉄
索
（
て
っ
さ

く
）に
よ
っ
て
運
ば
れ
、鉱
業
所
か
ら
貨
物
列

車
に
よ
っ
て
各
地
に
運
送
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
鉱
業
所
の
南
側
空
き
地
は
子
供
た

ち
の
遊
び
場
で
、
SL
を
観
察
す
る
に
は
格
好

の
場
所
で
し
た
。
鉄
道
好
き
な
私
は
貨
車
を

連
結
す
る
様
子
を
見
る
の
が
と
て
も
楽
し
み

で
し
た
。い
つ
し
か
、SL
の
運
転
士
さ
ん
と
は

顔
馴
染
み
に
な
り
、
言
葉
を
交
わ
す
ほ
ど
に

な
り
ま
し
た
。『
お
ん
ち
ゃ
ん
、
乗
せ
て
!』
と

願
う
の
で
す
が
、い
つ
も
断
ら
れ
ま
し
た
。し

か
し
、あ
る
日
の
こ
と
運
転
士
さ
ん
か
ら『
一

回
だ
け
だ
か
ら
な
』
と
い
う
約
束
で
私
と
友

人
の
二
人
が
機
関
車
内
に
乗
り
込
む
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。
狭
い
運
転
室
内
に
は
見
た

こ
と
も
な
い
鉄
製
の
機
具
ば
か
り
、
た
く
さ

ん
の
計
器
盤
や
真
鍮
製
の
パ
イ
プ
が
所
狭
し

と
張
り
廻
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も

驚
い
た
の
は
石
炭
を
く
べ
る
火
室
と
い
う

釜
で
し
た
。
赤
々
と
燃
え
て
い
る
様
子
は
ま

る
で
焦
熱
地
獄
を
思
わ
せ
ま
す
。
そ
の
近
く

に
鎖
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
引
っ

張
る
と
火
室
の
蓋
が
左
右
に
開
き
石
炭
を

放
り
込
む
（
投
炭
）
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
そ
の
作
業
が
一
番
大
変
で
上
り
坂

で
は
た
く
さ
ん
の
石
炭
を
必
死
に
な
っ
て

投
炭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
教
わ

り
ま
し
た
。幸
い
に
も
連
結
は
こ
れ
か
ら
だ

っ
た
の
で
、
鉱
業
所
か
ら
三
番
ホ
ー
ム
に

荷
積
み
さ
れ
た
貨
車
を
二
番
ホ
ー
ム
に

移
動
す
る
ま
で
乗
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

機
関
車
は
矢
来
の
踏
切
ま
で
進
み
、
ポ
イ

ン
ト
切
り
替
え
が
終
わ
る
と
後
退
し
て

二
番
ホ
ー
ム
の
貨
車
に
連
結
し
て
終
了

し
ま
し
た
。
何
度
も
何
度
も
お
礼
を
言
い

ま
し
た
ら
、『
こ
れ
内
緒
だ
か
ら
、
誰
に
も

桜
　
井
　
和
　
敏

（
山
形
市
在
住
・
上
山
市
出
身
）
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◆
お
か
げ
さ
ま
で
売
れ
て
ま
す
！

わ
ん
に
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ

「
猫
の
手
マ
ド
レ
ー
ヌ
」

「
わ
ん
わ
ん
ド
ー
ナ
ッ
ツ
」

「
し
っ
ぽ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
」
 

上
山
城
登
り
口
☎
六
七
二
—
〇
一
六
九

協賛していただける
スポンサー様を募集
しております。

文化的に潤いのある故郷
づくりに、少しでも寄与出来
たらという願いをこめて、
2001 年 5 月号より発行し
続けております。

ご協賛頂けたら幸甚です。
ご 連 絡 は

▼
☎ 023-672-8581

な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
五
感

で
知
覚
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
対
象
（
こ
れ
ま
で
考
え

て
来
た
「
看
板
」「
丸
」「
ラ
ー
メ
ン
」「
三
角
形
」
等
々

に
、
も
し
そ
れ
ぞ
れ
割
り
振
ら
れ
て
い
る
「
こ
と
ば
」＝

名
辞
が
存
在
し
な
か
っ
た
ら
、
私
た
ち
の
「
脳
」
の
内

部
は
は
た
し
て
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。

解
り
や
す
く
言
い
換
え
て
み
よ
う
。
視
覚
的
に
捉
え

ら
れ
た
一
つ
一
つ
の
対
象
物
や
現
象
に
、
過
去
か
ら
の

時
間
的
な
推
移
の
中
で
、
「
扇
」「
三
角
形
」「
テ
ー
ブ

ル
」「
穴
」
と
い
う
具
合
に
「
こ
と
ば
」
が
割
り
振
ら
れ

て
い
る
た
め
に
、
す
ん
な
り
と
了
解
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
な
の
だ
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
歴
史
上
視
覚

的
に
捉
え
ら
れ
た
こ
と
が
な
く
、「
こ
と
ば
」
が
割
り
振

ら
れ
て
い
な
い
対
象
物
や
現
象
に
遭
遇
し
た
時
、
認
識

は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
？
　
理
解
不
能
と
い
う
状
況
に
陥
り
、
脳
に
お
い

て
認
識
を
制
御
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
混
乱
し
て
し
ま
う
事
態
と
な
る
。
仮

に
そ
の
説
明
不
可
能
な
対
象
物
が
空
を
飛
ぶ
も
の
だ
と
し

た
ら
ど
う
か
。
そ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
未
確
認
飛
行
物
体

（
Ｕ
Ｆ
Ｏ
＝
unidentified flying object）
と
い
う
わ
け

だ
。
か
ろ
う
じ
て
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
い
う
名
辞
を
付
与
す
る
こ
と

で
私
た
ち
は
認
識
の
安
定
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

み
て
き
た
よ
う
に
、
映
像
＝
視
覚
的
な
対
象
は
「
こ
と

ば
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
、
意
味
に
翻
訳
さ
れ
、
初
め
て

認
識
に
到
達
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
そ
こ
に

は
も
の
自
体
を
単
純
に
写
し
取
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
隠

さ
れ
て
い
る
意
味
に
ま
で
感
応
し
て
い
る
人
間
精
神
の
神

秘
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。「
こ
と

ば
」
が
存
在
し
な
い
場
面
を
想
定
し
て
み
る
と
、
初
め
て

視
覚
に
捉
え
ら
れ
た
説
明
の
つ
か
な
い
対
象
＝
映
像
は
、

彷
徨
い
、
浮
遊
し
、
概
念
化
さ
れ
ず
、
け
っ
き
ょ
く
意
味

を
構
成
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
人
間
に
と
っ
て
大
い
な

る
不
安
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

藁
 井
　
　
豊

（
文
芸
愛
好
家
・
上
山
在
住
）

こ
と
ば
の
面
白
さ
 ⑵

脳
は
、
映
像
を
こ
と
ば
に
置
き
換
え
て
了
解
す
る

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
詩
人
シ
モ
ニ
デ
ス
（
紀
元
前
五
五
六
年
頃
～
紀
元
前

四
六
八
年
）
の
こ
と
ば
に
「
絵
画
は
も
の
言
わ
ぬ
詩
で
あ
り
、
詩
は
も
の

言
う
絵
画
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
《
映
像
》
に
、
意
味
を
込
め
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
、
叙
事
詩
な
ど
か
ら
読
者
は
任
意
に
《
映
像
》
を
思
い
浮

か
べ
る
こ
と
が
出
来
る
。
お
そ
ら
く
そ
う
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
映
像
と

こ
と
ば
の
関
係
を
考
え
る
た
め
の
、
示
唆
に
富
ん
だ
表
現
で
あ
る
。

私
た
ち
は
普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
、
言
う
ま
で
も
な
い
が
い
ろ
い
ろ
な

感
覚
情
報
を
常
に
受
け
て
生
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
街
を
歩
い
て
い
る
と

き
、
ラ
ー
メ
ン
屋
の
赤
い
看
板
が
目
に
つ
い
た
ら
そ
れ
は
視
覚
情
報
を
受

け
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
し
、
豚
骨
ス
ー
プ
の
匂
い
が
し
た
ら
そ
れ

は
嗅
覚
情
報
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
店
の
中
か
ら
麺

を
す
す
る
音
が
聞
こ
え
て
き
た
な
ら
ば
そ
れ
は
聴
覚
情
報
を
受
け
取
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。

と
り
わ
け
視
覚
情
報
と
し
て
認
識
さ
れ
る
ト
ー
タ
ル
な
対
象
を
、
こ
こ

で
は
あ
え
て
広
義
に
映
像（
対
象
化
さ
れ
て
い
る
空
間
）と
定
義
し
て
お
こ

う
。
そ
し
て
、
実
際
の
目
の
前
の
空
間
、現
実
を
写
し
と
っ
た
映
像
（
動

画
・
静
止
画
）
、
絵
画
、
等
々
を
含
め
て
考
え
て
み
る
と
、
毎
日
見
慣
れ

た
風
景
が
そ
の
日
の
気
分
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
違
っ
た
風
景
に
見
え
る

と
い
っ
た
体
験
、
そ
の
日
の
天
気
や
季
節
、
も
し
く
は
見
る
人
の
側
の
感

情
の
在
り
よ
う
に
よ
っ
て
、
本本
来本
は本
同本
じ本
物本
で本
あ本
る本
は本
ず本
な本
の本
に本
、
少
し

ず
つ
違
っ
た
も
の
に
見
え
る
と
い
う
体
験
は
、
誰
に
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

な
ぜ
同
じ
物
を
見
て
い
る
の
に
、
場
合
に
よ
っ
て
違
っ
て
み
え
た
り
す
る

の
か
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
？
  そ
れ
は
、
「
見
る
」
と
い
う

一
見
単
純
そ
う
な
行
為
が
実
は
単
な
る
反
射
と
し
て
の
視
覚
＝
目
だ
け
の

認
識
行
為
で
は
な
く
、
脳
も
関
わ
っ
た
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
複
雑
な
画
像
処
理
機
関

と
し
て
の
「
脳
」
と
い
う
わ
け
だ
。
 

見
え
な
い
も
の
を
補
う
精
神
の
働
き
を
示
す
「
カ
ニ
ッ
ツ
ァ
の
三
角

形
」（
次
頁
図
①
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
心
的
現
象
が
あ
る
。
三
つ
の
黒
い
扇

形
と
、
黒
い
線
で
囲
ん
だ
三
つ
の
鋭
角
。
で
も
見
る
と
、
黒
い
扇
形
と
黒

い
線
の
ほ
か
に
、
実
際
は
描
か
れ
て
い
な
い
白
い
三
角
形
が
く
っ
き
り
と

浮
か
ん
で
見
え
て
く
る
不
思
議
な
現
象
。
こ
れ
は
脳
が
、
過
去
の
経
験

上
、
黒
丸
と
黒
い
線
で
囲
ま
れ
た
三
角
形
の
手
前
に
は
、
白
い
三
角
形
が

あ
る
、
と
勝
手
に
判
断
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

も
う
一
例
。
楕
円
と
四
角
形（
図
②
③
）で
あ
る
。
図
②
は
ど
う
見
て
も

単
な
る
「
楕
円
」に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
楕
円
を
立
体
的
な
四
角
形

の
上
に
移
動
し
た
ら（
図
③
）ど
う
見
え
る
の
か
。
き
っ
と
「
テ
ー
ブ
ル
に

の
っ
た
お
皿
」
、
あ
る
い
は
「
テ
ー
ブ
ル
の
中
央
に
あ
る
穴
」
と
い
う
よ

う
に
認
識
さ
れ
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、人
間
の
脳
は
実
際
に
は
見
え
て
い
な
い
も
の
を
補
う
と
い

う
働
き
を
得
意
と
し
て
い
る
し
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
は
「
こ
と
ば
」

図②図 ③ 図 ①



候
事
ニ
御
座
候
、
右
様
事
も
有
レ
之
候
ニ
付
、
此

度
者
千
両
ニ
而
不
レ
残
防
留
候
様
ニ
有
レ
之
候
哉

受
合
候
を
、
御
殿
向
勿
論
、
表
長
屋
、
横
丁
長

屋
、
裏
御
長
屋
少
々
焼
引
む
し
り
留
申
候
、
尤

め
組
ニ
而
受
合
候
由
ニ
御
座
候
、
新
橋
松
坂
屋

も
同
様
、
五
百
両
ニ
而
鳶
之
者
江
御

頼
候
由
ニ
而
、
是
以
防
留
申
候
、
松

板
屋
向
側
弐
丁
目
迄
焼
 候
得
共
、

松
坂
屋
之
側
者
壱
軒
も
焼
不
レ
申

候
、
そ
れ
ハ
そ
れ
ハ
実
以
恐
敷
事

御
座
候
、
六
ヶ
年
已
前
、
矢
張
神
田

佐
久
間
丁
ゟ
出
火
ニ
而
、
大
火
相
成

人
 死
も
多
有
レ
之
、
夫
ゟ
者
此
度
三

日
火
事
方
、
其
節
ゟ
ハ
大
名
小
路
、

伯
耆
様
備
前
中
屋
敷
、
丹
波
様
、
林

様
、
和
泉
様
、
三
河
様
、
能
登
様
、

阿
波
土
佐
、
町
奉
行
屋
敷
、
其
外
見
附
弐
ヶ
所
類

焼
丈
多
く
与
申
事
ニ
御
座
候
、
此
已
前
大
火
ニ
こ

り
居
候
間
、
此
度
ハ
焼
死
人
一
向
無
御
座
候
、
天

□
差
申
恐
敷
大
火
御
座
候
、
鎮
火
者
暁
 七
時
迄

ニ
御
座
候
、
右
ニ
付
御
大
名
様
も
多
御
類
焼
、

奥
羽
御
大
名
様
ニ
者
 御
半
高
余
之
御

損
毛
ニ
付
、
御
役
 御
勤
之
御
大
名
様

も
無
レ
之
程
ニ
而
、
何
年
ニ
も
無
レ

之
、
廣
之
木
下
様
 江
方
角
御
防
、
細

川
御
類
焼
後
被
仰
付
候
与
申
事
ニ
御

座
候
、
右
大
火
ニ
付
御
屋
敷
ニ
面

も
、
御
近
親
様
方
御
見
舞
御
品
并
御

出
入
町
人
 江
板
其
外
見
舞
之
品
等
被

レ
下
、
多
分
之
御
損
も
有
レ
之
、
御
世

見
ニ
事
な
か
れ
ニ
御
座
候
、
米
値
段

茂
 少
々
下
落
い
た
し
候
処
、
右
火
出

ニ
而
者
又
々
高
値
ニ
相
成
、
諸
色
共
引
上
候
事

与
、
扨
々
当
惑
之
年
柄
ニ
御
座
候
、
上
方
筋
も

米
値
段
余
程
旧
□
ゟ
ハ
高
値
ニ
 相
成
候
旨
、
大

坂
表
申
参
候
、
此
末
如
何
之
年
柄
相
成
候
哉
、

不
安
心
事
共
ニ
御
座
候
、
先
者
大
火
御
案
内
迄

取
廻
　
早
々
余
者
重
便
可
申
上
　
　
以
上

二
月
十
五
日
　
　
　
藤
　
八

金
子
様
 　
山
田
様
　
佐
藤
様
 　
増
戸
様

鈴
木
様

ふ
か
く
ふ
か
く
甚
略
義
候
処
、
左
内
様
ゟ
宜
御

取
繕
御
取
成
奉
願
上
候
、
其
外
御
心
安
御
方
々

様
御
覧
入
被
レ
行
候
早
々
下

註
　
こ
の
火
事
に
つ
い
て
は
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
「
江
戸
の

火
事
」
に
そ
の
概
略
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
□
印
は
翻
刻

不
可
。
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天
保
五
年
（
一
八
三
五
）
二
月
七
日
に
起
き

た
江
戸
の
大
火
（
甲
午
の
大
火
＝
死
者
四
千

人
）
を
、
当
時
江
戸
詰
の
任
に
あ
っ
た
上
山
藩
士

門
奈
藤
八
が
郷
里
の
藩
士
た
ち
に
そ
の
詳
細
を

知
ら
せ
た
長
文
の
書
状
が
と
て
も
い
い
状
態
で

上
山
に
残
っ
て
い
る
。

ど
こ
か
ら
出
た
火
が
ど
ん
な
ふ
う
に
燃
え
広

が
っ
て
い
っ
た
の
か
、
地
名
を
記
し
て
、具
体
的

に
報
告
し
て
い
る
内
容
は
ま
さ
に
リ
ア
ル
。
こ
の

甲
午
の
大
火
に
関
す
る
史
料
は
あ
ま
り
多
く
は

残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
検
索
で

ヒ
ッ
ト
す
る
一
次
史
料
は
、
東
京
大
学
附
属
図

書
館
に
あ
る
当
時
の
「
瓦
版
」
だ
け
の
よ
う
で
、

し
か
も
そ
の
内
容
は
簡
単
に
伝
え
て
い
る
だ
け

で
あ
り
、
ど
う
も
こ
の
当
該
史
料
は
貴
重
な
も

の
の
よ
う
で
あ
る
。
現
在
使
わ
れ
て
い
る
地
名

も
多
く
、
読
ん
で
み
る
と
け
っ
こ
う
興
味
が
尽

き
な
い
。
そ
の
全
文
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

江
戸
大
火
之
次
第

天
保
五
甲
午
年
二
月
七
日
昼
八
時
迄
北
風
強
、

神
田
佐
久
間
町
二
丁
目
ゟ
出
火
、
所
々
江
飛
火

い
た
し
豊
嶋
丁
ゟ
西
ハ
松
田
丁
、
冨
永
丁
、
冨
山

丁
、
紺
屋
丁
三
丁
目
、
東
側
路
小
屋
敷
、
本
白
銀

丁
三
丁
目
、
南
よ
り
通
り
十
軒
店
、
本
丁
、
室

町
、
通
町
一
丁
目
、
弐
三
四
丁
目
、
南
伝
馬
町
壱

丁
目
迄
、
東
側
ハ
不
レ
残
焼
、
ぬ
し
丁
ゟ
本
材
木

丁
五
丁
目
迄
、
南
八
丁
堀
壱
丁
目
、
続
二
丁
目
、

三
丁
目
ゟ
鉄
炮
渕
不
レ
残
焼
、
つ
く
だ
嶋
迄
類

焼
、
東
者
と
し
ま
丁
、
久
右
衛
門
丁
、
馬
喰
丁
、

四
丁
目
西
側
残
り
、
東
側
横
山
丁
、
米
沢
丁
屋

げ
ん
堀
、
矢
の
倉
御
 屋
敷
類
焼
、
酉
ノ
刻
西
風

強
飛
火
い
た
し
、
大
橋
焼
落
、
川
遍
 通
両
国
橋

は
し
端
迄
焼
、
小
佃
丁
、
八
丁
掘
、
松
平
越
中
守

様
御
屋
敷
廻
り
不
レ
残
焼
失
、
火
ノ
中
ニ
而
越
中

様
御
 屋
敷
計
、
ふ
す
ふ
り
こ
と
不
レ
候
様
ニ
防

留
申
候
、
□
以
が
ん
嶋
鉄
炮
渕
御
屋
敷
不
レ
残
類

焼
、
夜
丑
半
刻
迄
鎮
火
同
九
日
夕
六
時
頃
、
鍛

治
橋
外
通
十
五
丁
目
邊
ゟ
出
火
、
南
風
強
日
本

橋
手
前
御
堀
き
わ
共
七
日
焼
残
り
し
分
不
レ
残

焼
、
呉
服
 橋
外
一
石
橋
き
わ
迄
焼
、
丑
ノ
刻
迄

鎮
火
同
十
日
昼
九
時
迄
西
北
ノ
風
烈
敷
、
大
名

小
路
、
西
御
丸
、
御
老
中
松
平
伯
耆
守
様
御
屋

敷
、
長
□
ゟ
出
火
、
東
側
土
手
き
わ
通
不
レ
残
、

南
町
奉
行
屋
敷
迄
焼
失
、
鍛
治
橋
、
数
寄
屋
橋
、

見
附
類
焼
、
夫
ゟ
所
々
江
飛
火
い
た
し
、
火
口
五

ッ
ニ
相
成
、
京
橋
竹
丁
通
不
レ
残
、
数
寄
屋
川

遍
、
尾
張
丁
、
新
橋
は
し
端
迄
、
山
城
川
遍
ハ
残

り
申
候
、
夫
ゟ
東
ハ
木
挽
丁
、
塩
留
、
築
地
、
御

浜
御
殿
、
大
手
き
わ
迄
不
レ
残
焼
、
鉄
炮
渕
辺
并

日
本
橋
手
前
、
浜
丁
辺
所
々
七
日
焼
残
り
し
分

類
焼
、
浜
丁
ハ
不
レ
残
与
申
ニ
ハ
無
レ
之
、ぬ
き
ぬ

き
焼
申
候
、
塩
留
脇
坂
 様
御
屋
敷
不
レ
残
焼
、

御
隣
家
仙
台
様
御
上
屋
敷
者
、
鳶
之
者
千
両
 ニ

而
受
合
、
尤
手
負
之
者
十
人
迄
ハ
千
両
之
内
拾

人
余
ニ
相
成
候
ハ
ゝ
、
抱
金
被
レ
下
度
旨
防
留
申

候
由
、
脇
坂
様
御
屋
敷
迄
ハ
、
仙
台
様
御
長
屋
ぬ

き
合
せ
ニ
候
得
共
、
脇
坂
様
御
長
屋
ハ
不
レ
残
灰

ニ
相
成
、
仙
台
様
御
長
屋
ハ
ふ
す
ふ
り
も
不
レ

致
、
元
の
通
ニ
而
防
留
申
候
、の
き
下
よ
り
ハ
脇

坂
様
御
長
屋
灰
ニ
成
り
居
り
申
候
、
先
年
仙
台

様
御
類
焼
之
節
、
表
長
屋
弐
百
両
ニ
而
留
候
様

ニ
、
役
人
中
鳶
之
者
申
付
候
処
、
受
合
候
分
計

残
、
其
外
御
殿
向
迄
不
レ
残
御
類
 焼
申
候
事
ニ

御
座
候
、様
ニ
、
役
人
中
鳶
之
者
申
付
候
処
、
受

合
候
分
計
残
、
其
外
御
殿
向
迄
不
レ
残
御
類
焼
申

郷
土
に
残
る
古
文
書
の
紹
介
「
江
戸
大
火
之
次
第
」

上
　
村
　
　
  昶

（
郷
土
史
愛
好
家
）



父
の
口
癖
で
「
半
ダ
ー
ス
な
ら
安
く
な
る
」
と
よ
く
言
っ
て

笑
っ
て
い
た
。

私
達
兄
弟
は
六
人
で
半
ダ
ー
ス
な
の
で
あ
る
。
兄
、
私
、
弟
、

妹
三
人
。そ
の
年
の
差
は
三
つ
か
二
つ
で
あ
る
。六
人
の
う
ち
兄

が
亡
く
な
っ
て
、
今
は
八
十
四
才
、
八
十
三
才
、
八
十
一
才
、
八

十
才
、
七
十
九
才
の
老
人
と
な
っ
て
生
き
て
い
る
。

昭
和
十
四
年
頃
の
写
真
。父
が
幼
児
だ
っ
た
私
を
抱
い
て
、兄

が
椅
子
に
座
り
、
母
が
弟
を
抱
い
て
い
る
も
の
が
見
つ
か
っ
た
。

こ
の
時
代
は
ど
こ
の
家
庭
も
皆
多
か
っ
た
の
だ
と
つ
く
づ
く
思

う
。ば
あ
ち
ゃ
ん
と
じ
い
ち
ゃ
ん
で
四
人
、こ
れ
に
加
わ
る
の
だ

か
ら
・
・
・
。大
家
族
を
乗
り
越
え
、や
っ
と
自
分
だ
け
の
家
族

に
な
っ
た
の
は
私
が
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

父
は
友
達
の
設
計
士
に
依
頼
し
て
、
経
塚
山
の
麓
に
片
流
れ

の
屋
根
の
山
小
屋
風
の
家
を
建
て
た
。

同
級
生
達
は
【
裏
ぺ
】
の
家
と
言
っ
て
私
を
か
ら
か
っ
た
。
正

面
か
ら
見
る
と
な
る
ほ
ど
【
裏
ぺ
】
に
あ
っ
た
。

父
は
「
計
画
的
に
借
金
し
て
・
・
・
」
を
実
行
し
て
い
た
。
お

金
が
な
い
か
ら
家
は
建
て
ら
れ
な
い
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。
皆
で
住
む
為
に
は
、
何
を
我
慢
し
て
何
を
節
約
す
る
べ
き

か
、
何
を
し
て
働
く
か
身
を
も
っ
て
示
し
て
く
れ
た
。

母
は
ホ
テ
ル
の
皿
洗
い
や
土
木
作
業
な
ど
を
行
っ
た
。
先
生

の
奥
様
だ
も
の
そ
ん
な
仕
事
を
す
る
の
は
み
っ
と
も
な
い
と
忠

告
さ
れ
た
が
、母
は
胸
を
張
っ
て「
六
人
の
子
供
達
を
自
分
の
家

で
伸
び
伸
び
育
て
る
た
め
で
す
よ
」
と
毅
然
と
言
っ
た
。

山
小
屋
の
家
で
私
達
は
楽
し
く
過
ご
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
に

な
る
と
、ス
ゲ
の
木
を
皆
で
取
っ
て
飾
り
つ
け
を
し
、賛
美
歌
を

歌
い
、母
の
工
夫
し
た
ご
馳
走
を
食
べ
た
。夜
空
に
は
星
が
高
い

高
い
所
で
輝
い
て
い
て
、幸
福
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。父

は
自
分
よ
り
若
い
人
が
家
に
来
る
事
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

し
て
母
の
工
夫
さ
れ
た
手
料
理
で
、
楽
し
そ
う
に
お
酒
を
飲
ん

で
い
ま
し
た
。

今
思
う
に
、
毎
週
土
曜
日
で
は
母
は
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

で
も
、い
つ
も
母
は
美
し
く
笑
っ
て
い
ま
し
た
。化
粧
も
し
な
い

女
（
ひ
と
）
な
の
に
、
子
供
の
私
が
感
心
す
る
ほ
ど
可
愛
い
ひ
と

で
し
た
。
白
い
エ
プ
ロ
ン
が
ピ
カ
ピ
カ
に
光
っ
て
見
え
ま
し
た
。

父
が
山
形
市
立
第
一
中
学
校
の
校
長
に
な
る
と
、
附
属
中
学

校
の
隣
に
学
校
移
転
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発

で
す
。
よ
く
よ
く
大
変
な
事
が
つ
い
て
回
る
運
命
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

そ
の
当
時
の
第
一
中
学
校
の
校
長
先
生
は
、県
の
中
体
連
の
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連
載
・「
や
り
た
い
」
こ
と
と
「
で
き
る
」
こ
と
と
の
境

さ
か
い

⑸

大
武
芳
子

（
上
山
市
出
身
）

長
も
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
き
っ
と
教
頭

先
生
が
一
番
苦
労
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
会
議
や
大

会
な
ど
で
不
在
の
校
長
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。

そ
し
て
歴
代
校
長
先
生
方
は
定
年
後
、
二
年
間
で
亡
く
な
ら

れ
て
お
り
ま
し
た
。

父
も
二
年
後
、そ
の
前
の
校
長
先
生
も
二
年
後
、ま
る
で
呪
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
・
・
・
。

仕
事
が
分
散
さ
れ
ず
、
山
形
第
一
中
学
校
の
校
長
先
生
が
す

べ
き
だ
と
い
う
事
に
何
の
疑
問
も
持
た
な
か
っ
た
。
し
か
も
私

の
父
は
、上
山
か
ら
毎
日
バ
ス
で
山
形
に
出
て
、ま
た
バ
ス
で
学

校
に
・
・
・
。

私
は
今
回
の
原
稿
は
泣
き
な
が
ら
書
き
ま
し
た
。

浄
光
寺
に
入
り
き
れ
な
い
程
の
参
列
者
の
皆
様
に
感
謝
し

て
、
泣
き
崩
れ
る
私
を
抱
き
な
が
ら
勖
は
小
声
で
囁
い
た
。「
俺

た
ち
だ
っ
て
二
人
一
緒
に
な
ん
か
死
ね
な
い
ん
だ
よ
」と
。な
ぜ

か
説
得
力
の
あ
る
一
言
だ
っ
た
。

今
は
二
人
と
も
亡
き
人
に
な
っ
て
し
ま
い
、
天
空
か
ら
見

守
っ
て
・
・
・
と
思
い
き
や
、「
死
ん
だ
ら
他
人
だ
ぞ
」
と
も

言
っ
て
い
た
の
が
謎
で
あ
る
。

挿画：村上百花
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「
夜
明
け
前
の
風
景
・
西
山
地
区
」
 ２
０
２
３
．５

温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
桜
の
開
花
が
例
年
に
な
く
早
か
っ

た
。
し
か
も
天
候
に
恵
ま
れ
て
花
の
時
期
が
長
か
っ
た
た
め
ゆ
っ
く

り
花
見
を
楽
し
め
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
冬
は
雪
が
少
な
く
我
が
町

内
に
除
雪
車
が
来
た
の
は
二
回
ほ
ど
で
し
た
。
雪
国
で
暮
ら
す
者
に

は
大
変
良
い
の
で
す
が
こ
う
い
う
現
象
を
身
近
に
感
じ
る
と
、「
こ
の

ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
、不
安
が
よ
ぎ
り
ま
す
。

こ
の
絵
は
三
月
に
早
朝
散
歩
し
た
と
き
の
風
景
で
す
。
陽
が
出
る

時
刻
が
日
々
早
ま
り
木
立
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
観
て
い
る
と
何
か
良
い

こ
と
が
あ
り
そ
う
な
気
持
に
な
り
ま
し
た
。

〈
お
知
ら
せ
〉

次
の
所
で
カ
ラ
ー
の
絵
を
見
ら
れ
ま
す
。
お
城
の
か
か
し
茶
屋
・
駅
観
光
案
内
所
。

う
し
て
も
止
め
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
や
め
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と

心
底
思
っ
た
。

先
頃
あ
る
政
治
家
さ
ん
が「
防
衛
費
の
増
額
に
つ
い
て「
自
分
の

国
は
自
分
で
守
る
し
か
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
。「
な
る
ほ
ど
」
と

一
瞬
私
も
そ
う
思
っ
た
。し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、守
ろ
う
と
す
れ

ば
攻
め
て
く
る
人
が
必
ず
い
る
、
と
思
っ
た
。

そ
ん
な
気
持
に
な
っ
て
い
る
と
き
、山
本
有
三
の「
路
傍
の
石
」に

書
い
て
あ
っ
た「
お
月
さ
ま
は
ど
う
し
て
お
ち
な
い
の
か
」と
い
う

子
ど
も
の
問
い
に
答
え
た
兄
の
こ
と
ば
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。
多
分

そ
の
兄
た
る
人
は「
引
力
」の
こ
と
を
説
明
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
っ

た
の
だ
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
さ
す
が
の
山
本
有
三
は
「
お
月

さ
ま
が
落
ち
な
い
の
は
、
お
天
と
う
さ
ま
や
お
星
さ
ん
が
仲
良
く

お
手
を
つ
な
い
で
い
る
か
ら
さ
」
と
答
え
さ
せ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
、こ
の
見
事
な
子
ど
も
へ
の
説
明
を
、プ
ー
チ
ン
さ
ん
に

も
是
非
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
頭
に
血
が
の
ぼ
っ
た
。

し
か
し
、
思
い
返
せ
ば
日
本
の
近
代
は
「
日
清
」
か
ら
は
じ
ま
り

「
日
露
」「
満
州
」「
日
支
」
そ
し
て
「
太
平
洋
」
と
い
っ
た
数
多
い

戦
争
を
し
か
け
て
来
た
国
で
あ
る
。
だ
か
ら
プ
ー
チ
ン
さ
ん
に
い

え
る
こ
と
ば
な
ど
は
な
い
よ
う
な
気
に
も
な
っ
た
。月
や
星
、お
天

と
う
さ
ま
の
よ
う
に
手
を
つ
な
い
で
、
仲
良
く
す
る
こ
と
の
話
を

す
れ
ば
き
っ
と
分
か
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
ま
た
そ
れ

を
話
し
に
行
く
の
は
政
治
家
さ
ん
で
な
い
方
が
い
い
。「
路
傍
の

石
」に
出
て
く
る
お
兄
さ
ん
。そ
の
人
は
印
刷
工
場
の
労
働
者
で
あ

る
が
、そ
の
よ
う
な
人
で
あ
れ
ば
プ
ー
チ
ン
さ
ん
も
き
っ
と「
な
る

ほ
ど
」と
い
う
と
思
う
。も
っ
と
い
い
の
は
山
本
有
三
本
人
で
あ
る

の
だ
が
、
そ
の
人
は
も
う
い
な
い
。
と
な
れ
ば
、
田
畑
や
工
場
で
働

い
て
い
る
人
、あ
る
い
は
小
説
家
と
か
画
家
、音
楽
を
奏
で
る
芸
術

家
な
ど
で
あ
れ
ば
、
プ
ー
チ
ン
さ
ん
は
「
お
月
さ
ま
」
の
こ
と
を
い

え
ば
人
間
た
ち
も
み
ん
な
仲
良
く
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
分
か
っ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
う
の
だ
が
ど
う
だ
ろ
う
。

お
月
さ
ま
は
な
ぜ
落
ち
な
い
か

佐
藤
藤
三
郎

（
著
述
業
　
農
業
）

山
本
有
三
の
小
説
「
路
傍
の
石
」
を
読
ん
だ
。
初
め
て
読
ん
だ
の

は
中
学
生
の
と
き
だ
が
、
こ
の
た
び
読
ん
だ
の
は
三
度
目
で
あ
る
。

最
初
よ
り
も
、
二
度
目
よ
り
も
こ
の
度
の
方
が
心
が
強
く
ひ
か
れ
、

一
気
に
読
破
し
た
。
そ
れ
が
な
ぜ
で
あ
る
の
か
、
じ
ぶ
ん
の
こ
と
で

あ
る
の
に
不
思
議
で
あ
る
。
そ
う
し
た
違
い
は
読
書
に
限
ら
ず
女

性
を
み
た
と
き
に
も
「
こ
の
人
、
こ
ん
な
に
美
人
で
あ
っ
た
の
か
」

な
ど
と
思
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
年
齢
相
応
に
美

と
か
、
情
と
か
に
は
感
動
や
感
謝
と
い
っ
た
も
の
に
は
違
う
こ
と

が
あ
る
よ
う
だ
。

と
り
わ
け
こ
の
た
び
は
そ
の
小
説
の
最
後
の
方
に
あ
る
「
お
月

さ
ま
は
な
ぜ
落
ち
な
い
か
」
を
目
に
し
た
と
き
「
こ
こ
の
と
こ
ろ
を

プ
ー
チ
ン
さ
ん
に
ど
う
し
て
も
読
ま
せ
て
や
り
た
い
」
と
思
わ
さ

れ
た
。
私
は
難
聴
の
身
に
な
っ
て
い
る
の
で
テ
レ
ビ
の
音
声
が
頭

に
よ
く
入
ら
な
い
。
そ
れ
で
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
い
る
室
で
も
本
を

読
む
。
妻
は
テ
レ
ビ
が
大
好
き
な
の
で
熱
心
に
そ
れ
に
目
を
向
け

て
い
る
。
そ
ん
な
寸
時
、
私
も
テ
レ
ビ
に
目
を
向
け
る
と
、
プ
ー
チ

ン
さ
ん
が
映
っ
て
何
か
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
は
な
に
が
最
大
の
目
的
で
あ

り
、
そ
れ
の
理
由
が
私
に
は
い
ま
だ
詳
し
く
理
解
出
来
な
い
。
け
れ

ど
も
は
や
そ
の
侵
攻
が
世
界
全
体
を
大
混
乱
な
状
況
に
さ
せ
て
い

て
、い
つ
自
分
の
頭
の
上
に
ミ
サ
イ
ル
が
飛
来
し
た
り
原
爆
が
落
と

さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
、と
そ
ん
な
不
安
が
山
間
の
村
に
い
て
さ
え

も
思
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
戦
闘
が
さ
ら
に
進
め
ば
、
ロ
シ

ア
や
北
朝
鮮
の
方
か
ら
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ
カ
の
方
か
ら
も
そ
れ

が
飛
ん
で
く
る
事
態
に
も
な
り
か
ね
な
い
、
と
そ
ん
な
気
に
な
る
。

不
安
や
不
服
は
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
わ
が
日
本
に
於
い
て

も
　
国
防
費
（
軍
事
予
算
）
が
多
く
と
ら
れ
、
わ
れ
ら
貧
民
の
暮
ら

し
を
苦
し
め
た
り
、
懲
ら
し
め
て
い
る
。

「
文
藝
春
秋
」
の
四
月
号
で
、
日
本
の
食
糧
の
自
給
率
が
十
年
後

に
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
、
と
い
う
意
外
な
記
事
を
見
た
。
そ
れ

を
読
ん
で
「
ま
あ
、
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
も
俺
は
百
姓
だ
か
ら
食

糧
は
自
分
で
作
る
の
で
死
に
は
し
な
い
」
と
思
っ
た
が
、
世
界
中
が

戦
闘
状
態
に
な
れ
ば
食
糧
の
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
ば
か
り
で
な

く
て
、石
油
や
原
子
力
の
資
源
ま
で
輸
入
さ
れ
な
く
な
る
。そ
う
な
れ

ば
米
や
野
菜
が
自
給
出
来
て
も
、煮
焼
き
も
暖
房
も
風
呂
も
、車
の
燃

料
も
電
気
も
殆
ど
が
外
国
か
ら
の
輸
入
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い

る
の
だ
か
ら
、わ
が
家
の
暮
ら
し
だ
っ
て
出
来
な
く
な
る
。そ
う
思
え

ば
徒
事（
あ
だ
ご
と
）で
は
な
い
と
思
い
返
し
た
。
そ
れ
で
戦
争
は
ど
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上
山
市
観
光
課

〇
二
三（
六
七
二
）一
一
一
一

上
山
市
観
光
物
産
協
会

〇
二
三（
六
七
二
）〇
八
三
九

か
み
の
や
ま
温
泉
旅
館
組
合

〇
二
三（
六
七
二
）一
四
五
六

上
山
市
立
図
書
館

〇
二
三（
六
七
七
）〇
八
五
〇

上
山
城
郷
土
資
料
館

〇
二
三（
六
七
三
）三
六
六
〇

Ｊ
Ｒ
か
み
の
や
ま
温
泉
駅

〇
五
〇（
二
〇
一
六
）一
六
〇
〇

蔵
王
坊
平
観
光
協
議
会
　
〇
二
三（
六
七
九
）二
三
一
一

蔵
王
猿
倉
観
光
協
議
会
　
〇
二
三（
六
七
九
）二
二
一
一

山
交
ハ
イ
ヤ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）一
六
一
六

観
光
タ
ク
シ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）二
三
二
三

上
山
タ
ク
シ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）一
一
二
二

上
山
レ
ン
タ
カ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）四
一
九
〇
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上山小学校昭和37年度卒業
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栗
川
稲
荷
神
社

上
山
市
松
山
一
ー
一
ー
五
二
鎮
座

社
務
所
☎
〇
二
三
（
六
七
二
）
三
五
二
〇

御
祭
神
　
稲
倉
魂
命

元
旦
祭

一
月
一
日

例
大
祭
　
四
月
二
十
三
日

月
例
祭
　
二
十
三
日

由
緒
沿
革

栗
川
稲
荷
神
社
は
備
中
国
庭
瀬
の
城
主

松
平
信
通
公
が
城
中
守
護
神
と
し
て
奉
祠

さ
れ
、
厚
く
信
仰
さ
れ
て
き
た
お
社
で
あ

り
ま
す
。

元
禄
十
年
九
月
出
羽
国
上
山
に
国
替
を

命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
松
平
家
の
守
護
神
と

し
て
城
内
に
社
殿
を
造
り
固
い
信
仰
を
捧

げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

大
政
奉
還
の
後
は
現
在
地
の
松
山
高
台

に
勧
請
鎮
座
を
致
し
、
年
を
重
ね
る
毎
に

県
内
は
も
ち
ろ
ん
県
外
よ
り
の
多
く
の
参

拝
者
を
迎
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

読者プレゼント当選者発表
スポンサー様のご厚意により 10 名様の予定が
「い

い
い
い
コ
い
ン
い
サ
い
ー
い
ト
い
」
い

を祈念致しまして、
下記 11 名様へのプレゼントとなりました。

井上　範子様（市内南町）
大風千恵子様（市内狸森）
大貫　和春様（山 形 市)
佐藤　郁子様（市内矢来）
鈴木　玲子様（市内軽井沢）
高橋　永子様（山 形 市)
高橋　君代様（市内御井戸丁）
高野いづみ様（山 形 市)
千葉　　均様（みはらしの丘）
中野　　尚様（東 京 都）
長沢　恭子様（市内金瓶）

当選者の皆様には既にお届けしております。
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